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Navigator's Dream for WebPAC Users）（香港浸
会大学＝HK Baptist University）
デ ー タ ベ ー ス 間 の リ ン ク を 補 助 す る 製 品
「WebBridge」の導入経緯など。現在、本学でも同
様のサービスの導入を検討しており、非常に参考
となった。
■セッション外
今回の参加のもう一つの目的として、図書館シ
ステムのUnicode化に関する情報交換があった。そ
こで香港中文大学で日本語図書の目録を担当して
いる何以業氏と連絡を取り、城市大学で、香港で
の取り組みを丁寧に教えていただいた。また早大
の状況も伝え、有用なアドバイスを得ることが出
来た。同じ漢字圏のユーザとして、香港は先行し
てUnicode対応に取り組み、かつIII社とも活発にや
り取りを行っており（アジアのユーザながら英語
を苦としないおかげか?）、本学にとってこの
HKIUGとのつながりは貴重な情報源となってい
る。さらに、このHKIUGはIII社のスタッフと直接
会える数少ない機会の１つとなっている。今回も
副社長のMs. Leslie Straussと会うことができ、早
大で現在起きているシステム上の問題を説明し、
早急な解決を求めた。結果として、幾つかの問題
はこのIUGの直後に解決され、この点だけでも参
加した意義があったと言える。
■雑感
香港渡航は2003年に続き2回目だが、短い間にも
鉄道網や道路の整備が進み、より便利になってい
た。市街地ではアジア的な「雑然」としたイメー
ジが影を潜め、ニューヨークのような高層ビル群
の感が強まっていた。ちょうどクリスマスを迎え
ようとしていた頃で、街は様々な装飾・ライトア
ップがなされ、香港島と大陸側を隔てる臨海地域
は多くの観光客で賑わっていた。時差に苦しむ心
配も無く、海外出張先としてはありがたい地域の
１つと言えよう。香港は鳥インフルエンザやSARS
の影響で日本人渡航者が減っているようだが、実
際に行ってみたところいたって平穏であった。ア
ジアのユーザが集うという意味でも国際都市香港
は地理面・言語面等、良い条件を備えており、今
後さらに有効な情報交換の場となってほしいとの
思いを強くした次第である。
（文責：鈴木　努）
1）institutional repository: 学術機関の知的生産物をデ
ジタル化して保存・蓄積・公開する仕組み
